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ＩＤＦ文書を JIDF 事務局が仮訳 

 

ＩＤＦファクトシート 

 

食塩と環境 

IDFファクトシート－２０１２年２月 

 

塩類、すなわちＫ、Ｎａ、Ｃａは、農場で生産される生乳や乳業工場の洗浄に用いら

れる化学物質から発生します。これらの塩類は排水に廻り環境に放出されます。 

このファクトシートは酪農乳業界における塩類の発生源と環境への影響について述べ

ます。塩類、特にナトリウムの濃度が土壌で高くなりすぎると、土壌の構造を崩壊し、

土壌の自浄速度を低下させる可能性があります。このことは液体の流れを停滞させ、

使われた液体が地表に溢れでることにもなります。地下水の塩類濃度が増すと腐食性

の水量が増加し地下水の用途を限定させることにも繋がります。 

 

乳業工場から排出される塩類の起源 

次の表は、全乳の組成とそこから派生するホエーおよび工場排水の流れを詳細に示し

たものです。「食塩ホエー」はナトリウムとクロールの濃度を著しく増やす一方、工

場排水もナトリウムとその他の陽イオンの比率を顕著に高くさせます。この理由は、

製造機械を洗浄するために工場で用いられた苛性洗剤によるものです。 
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排水処理 

通常、乳業工場の排水は生物化学的、すなわち好気的または好気／嫌気の兼用システ

ムにより処理され大地または水路に廃棄されます。たとえ工場排水が土壌に捨てられ

ても、土壌の構造が保たれ、排水を処理する土壌の浄化能力が保たれることが重要で

す。 

土壌に及ぼす塩類の影響 

ナトリウムは土壌を解膠、つまり水や排水が土壌に浸出する能力を減じます。これを

克服するには排水のナトリウム吸収比（SAR）を１０以下に、また交換可能ナトリウム

パーセント（ESP）を５以下に維持することが必要です。乳業工場の SAR 値は製造する

乳製品により異なります。粉乳工場では SAR 値１０ですが、チーズ工場では１０以下

です。大抵の耕作可能な土地の ESP値は２以下です。 
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これは、カルシウム（通常は石灰）を排水または土壌に加えることにより達成されま

す。石灰が土壌に混ぜられると、カルシウムイオンはナトリウムイオンに置き換えら

れ、次にこのナトリウムイオンが土壌から地下水に流し出されます。持ち込まれた排

水が表に詳細に示した基準値を超えないことが重要で、そうでなければ地下水の使用

を制限することができます。 

地下水への影響 

塩類は地下水の電導度と腐食度を増加させます。 

 

結論 

乳業工場の排水は相当量の塩類を含んでいます。そして粉乳工場から出る塩類はナト

リウムの割合に支配されます。乳業工場の排水を土壌に放出するときは、過剰なナト

リウムが土壌構造を劣化させないように、持ち込まれた排水を土壌が自浄できなくな

らないように注意を払うことが必要です。このような問題は、カルシウム塩を排水ま

たは土壌に添加することで緩和できます。土壌に添加された塩類の全量に注意を払い、

排水の放流により下層の地下水が用途によっては不適とならないようにすることが肝

心です。 

 

翻訳：ＪＩＤＦ事務局 

編者注：仮訳の正確性、完全性、有用性等についてはいかなる保証をするものではありません。参

考資料として扱い、内容に疑義が生じた場合は英文の原文をご確認ください。 


